
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

役
霧

群

都
筑
言夏
雄
様

◆

消
防
団
秋
季
点
検
開
催
さ
れ
る

　
　

　

　
　
　　

　

　

　　

元
分
団
長
平
形

英
俊
様

態

章

勤
続
25
年

が

部

嚥

○
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
表
彰

0
精
勤
章

勤
続
25
年

、

去
る
10
月
28
日

(日
)
村
民
体
育
館
に
お
い
て
、
高
山
村
消
防
団
秋
季
点
検
が

第
一
分
団

本
部

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

‐

ジ
団
長
武
淵

富
田“
水

平

催
さ
れ
ま
し
た
。

元
分
団
長
武
淵

富
男
様

平
形

政
美

(団

長
)

報

点
検
内
容
は
、
部
隊
訓
練
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

｢防
火

元
副
分
団
長
山
岸

正
典
様

○
精
勤
章

勤
続
修
年

広

の
誓
い
｣
が
披
露
さ
れ
、
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

元
副
分
団
長
星
野

欣
也
様

本
部

こ
れ
か
ら
冬
の
訪
れ
と
供
に

｢暖
房
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
火
災
｣
が
発
生

第
二
分
団

大
木

牧
男

(副

団

長
)

“

し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

前
分
団
長
後
藤

英
樹
様

○
精
勤
章
勤
続
10
年
･精
績
章

で
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一

本
年
度
の
点
検
に
際
し
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
分
団

都
筑

真
森
口
(班

長
)

小
野

悟

(班

長
)
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群
馬
県
消
防
協
会

o
永
年
勤
続
15
年
表
彰

飯
塚

祐

(団

旦

茂
木

智
宏

(班

長
)

吾
妻
支
部
長
表
彰

本
部

大
畑

直
人
酋

邑

高
山
村
長
表
彰

0
永
年
勤
続
25
年
表
彰

大
木

牧
男

(副

団

長
)

役
場
分
団

本
部

○
成
績
優
良
消
防
団
員
表
彰

○
永
年
勤
続
中
年
表
彰

平
形

和
彦

(団

員
)

○
優
良
消
防
団
員
表
彰

平
形

政
美

(団

長
)

第
一
分
団

第
一
分
団

武
田

和
也

(団

員
)

第
一
分
団

○
永
年
勤
続
修
年
表
彰

田
中

正
文

(分

団

長
)

都
筑

貞
喜

(班

長
)

田
中

正
文

(分

団

長
)

本
部

第
二
分
団

小
野

悟

(班

長
)

石
坂

卓
美

(副
分
団
長
)

大
木

牧
男

(副

団

長
)

後
藤

大
賞

(分

団

長
)

第
二
分
団

第
二
分
団

0
永
年
勤
続
10
年
表
彰

　
　　　
　　
　
　
　

第
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団
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藤

大
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(分
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)
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)
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)
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友
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)
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高
山
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

(略
称
“
民
児
協

都
筑

秀
雄
会
長
)
は
、
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
本
年
度
大
分
県
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
の
席
上
で
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、民
児
協
の
運
営
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、

活
動
実
績
が
優
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
高
山

村
の
民
児
協
は
、
県
内
で
も
有
数
な
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
現

状
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

民
児
協
は
お
人
の
民
生
委
員
児
童
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
毎
月
の
定
例
会
を
始
め
、
定
期
的
な
訪
問
活
動
、
要
援
護
者

の
見
守
り
活
動
、
高
齢
者
の
慶
祝
訪
問
、
歳
末
た
す
け
あ
い
活
動
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
調
査
、
学
校
や
福
祉
的
事
業
へ
の
出
席
等

多
忙
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
き
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
平
成
23
年
6
月
か

ら
始
ま
っ
た
、
村
内
の
子
育
て
世
代
の
親
子
を
応
援
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
民
児
協
独
自
で
立
ち
上
げ
た
、
｢子
育
て
サ
ロ
ン
･
た

か
や
ま
｣
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
大
好
評
で
、
毎
月
1
回

第
2
水
曜
日
を
定
例
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
事
実
上
3
歳
未

満
の
子
供
を
持
つ
在
宅
育
児
を
す
る
親
子
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
親
子
が
何
ら
か
の
形
で
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

｢子
育
て
サ
ロ
ン
･
た
か
や
ま
｣
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
に
新
潟
県
新
潟
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
新
潟

県
の
児
童
委
員
研
修
会
の
席
上
で
事
例
発
表
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
村
の
生
涯
学
習
推
進
大
会
で
も
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
8
月
に
は
県
内
の
民
児
協
を
代
表
し
て
県
知
事

と
の
懇
談
会
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
も
得
ま
し
た
。

日
頃
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
委
員
活
動
で
す
が
、
活
動
の
一
端

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
民

- - - ------ -. - -
--- --- - - … -- -- - - -- ---- --- --

10
月
19
日
に
は
た
け
組
7
時
間
目
、
11
月
10
日
に
8

時
間
目
が
行
わ
れ
、
蕎
麦
の
収
穫
と
蕎
麦
打
ち
を
行
い

ま
し
た
。
蕎
麦
は
手
刈
り
で
収
穫
し
た
の
ち
畑
で
干
し

て
乾
燥
さ
せ
、
く
る
り
を
使
っ
て
蕎
麦
こ
な
し
を
行
い

ま
し
た
。
初
め
て
く
る
り
を
使
う
方
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
す
ぐ
に
慣
れ
て
リ
ズ
ム
良
く
回
し
て
い

ま
し
た
。
蕎
麦
打
ち
も
根
気
よ
く
生
地
を
こ
ね
、
美
味

し
い
蕎
麦
が
で
き
ま
し
た
。

む
ら
の
学
校
の
様
子
は
、
｢む
ら
の
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
｣
を
ご
覧
下
さ
い
。

ゴ
ヌ
5
べ
き
蝨
君
《
三
･言
蛮
て
ゅ
ヨ
P
m
F
D
B
ゅ
･ぢ
＼
雪
窓
＼

日
こ
弓
ゅ
口
o
m
呉
ズ
0
こ
＼ヲ
Q
①
×
か
[ヨ
ー

鬮
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尋ね-　　　　
　　

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
即
日
、
吾
妻
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
社
員
有
志
の

み
な
さ
ん
が
高
山
村
内
県
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま

し
た
。
作
業
中
に
は
、
近
隣
の
方
か
ら
お
菓
子
の
差
し

入
れ
を
い
た
だ
く
な
ど
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
気
持
ち
よ

く
作
業
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
清
掃
活
動
は
、

吾
妻
郡
内
各
地
で
年
に
数
回
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

高
山
村
で
は
、
日
頃
か
ら
少
年
野
球
や
婦
人
会
な
ど

の
各
種
団
体
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い
や
道
路
愛
護
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
よ
り
道
路
が
き
れ
い
で
す
が
、
歩
道
か
ら

少
し
奥
に
入
る
と
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

沢
山
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

･鞆 礬雲辱守室瀞詩.山 い変がミか懲に 、近県“
　 　　
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

、 ム
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村長に受賞報告する都筑会長 (前列右) と民児協役員

去
る
8
月
24
日

(金
)、
群

馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
、
県
老
連
囲
碁

･

将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、
梅
沢
の
阿
部
八

郎
さ
ん
が
囲
碁
の
都
名
人
位

戦
に
参
加
し
、
見
事
優
勝
い

た
し
ま
し
た
。

名
人
位
戦
は
、
一
般
の
部

で
優
勝
し
た
人
が
参
加
で
き

る
部
門
で
す
。

会き
　　

(前列中央)

　　
　
　
.き

阿

能
÷華
麗
鰹

去
る
10
月
27
日

(土
)
、
い
ぶ
き
会
館
に
て
、

福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
民
踊
部
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
部
の
舞
台
発

表
の
ほ
か
、
中
之
条
町
在
住
の
は
る
な
亭
こ
は
ん

師
匠
を
お
迎
え
し
、
落
語
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
は
、
笑
い
に
包
ま
れ
、
来
場
者
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
午
後
か
ら
の
バ
ザ
ー
で
は
、
各
家
庭
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
品
物
が
会
場
一
面
に
並
べ
ら
れ
、
1

時
間
足
ら
ず
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
早
朝
か
ら
準
備
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
各
関
係
者
の
方

･
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
あ
げ
、
お
礼
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

尚
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

福
祉
活
動
費
と
し
て
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
バ
ザ
ー
収
益
金

1
1
3
、
7
0
0
円

日
[
鑄◆ 平成24年12月 旧

全
国
民
児
連
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

高
山
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

鬱
清
掃
ウ
ヤ
キ
ン
グ
実
施

群
馬
県
老
人

　
　
　

大
会
開
催
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笏
日
･
平
成
翔
年
度
皇

蝸

太
字
殿
ド
御
接
見
の
御
慶
事
が

東
宮
御
所
に
お
い
て
、
全
一国
よ

り
選
ば
れ
た

(社
)
日
本
善
行

会
長
寿
善
行
者
1
1
8
名
参
内

の
も
と
、
厳
か
に
と
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

蒿
中
村
で
は
、
(社
)
日
本
善

行
会
北
毛
支
部
を
代
表
し
て
、

山
田
元
子
さ
ん

(開
田
)
が
御

接
見
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

山
川
さ
ん
は
、
平
成
20
年
に

長
年
の

｢公
共
生
活
へ
の
貢
献
｣

が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
善
行
を
重
ね
ら

れ
全
国
か
ら
推
挙
さ
れ
た
長
寿

善
行
者
と
な
り
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
｢と
に
か
く
緊

張
と
感
動
と
感
謝
の
一
日
で
、

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。｣

と
の
感
動
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

山
田
元
子
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
お

元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
祈
念
中
し
上
げ
ま
す
。

ー
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　　
　　

炊痰補綴札読め散れ鰓拘然翻陰れ
囮彊
摂
は

、

　
　　　

　

　

-｣

　

　

　

　　

　　
　　

　

　

　　

　

　　　

　

　

　

　　

　

　

　

　
　
　
　

　

　
　
蟄

{‐-‐･

一二
第
8
回
高
山
か
る
た
大
会
｣が
開
催

しさ
れ
ま
し
た

原
･
本
宿
地
区
集
落
協
定

(倉
田

稔

代
表
)
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
と
い
う
農

林
水
産
省
の
補
助
金
を
受
け
、
1
1
8

名
の
協
定
参
加
者
の
も
と
、
現
在
ま
で

水
出
畦
畔
保
護
と
草
刈
り
作
業
の
軽
減

を
目
的
に
芝

(セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
)

植
栽
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、今
年
で
7
年
目
を
迎
え
、

芝
の
播
種
か
ら
苗
づ
く
り
、
植
え
付
け

ま
で
の
一
連
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が

非
常
に
大
変
な
た
め
、
｢も
っ
と
簡
単
な

方
法
は
な
い
も
の
か
｣
と
参
加
者
と
の

話
し
合
い
を
重
ね
、
去
る
10
月
29
日
に
、

雪
印
種
苗

(株
)
の
協
力
を
い
た
だ
き

原
地
区
の
県
道
渋
川
下
新
田
線
休
憩
所

付
近
の
水
田
法
面
を
中
心
と
し
た
上
手

に
、
畦
畔
緑
化
試
験
の
た
め
芝

(ペ
ン

ト
グ
ラ
ス
畦
畔
グ
リ
ー
ン
)
の
吹
き
つ

け
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

倉
田
代
表
は
、
本
っ
ま
で
は
苗
を

一
株

ず
つ
植
え
て
い
た
が
、
芝
の
直
播
き

(吹

き
つ
け
)
に
よ
り
、
土
手
の
緑
化
が
成

功
す
れ
ば
、
水
田
畦
畔
は
も
ち
ろ
ん
河

川
や
道
路
沿
い
の
土
手
に
普
及
で
き
、
除

草
作
業
の
軽
減
と
景
観
の
向
上
に
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
｣
と
話
し
て
い
ま

す
。村
と
し
て
も
、
こ
の
試
験
結
果
が
良

好
で
あ
れ
ば
、
広
く
皆
さ
ん
に
取
り
入

ミ薹
集
落
協
定
活
動
で
水
田
畦
畔
の
緑
化
試
験

れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
種
子
の
配
布
等

を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
試
験
を
実

施
し
た
場
所
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(種
子
の
配
布
等
の
詳
細
は
、
後
日
お
伝

え
し
ま
す
。)

こ
の
緑
化
試
験
に
対
し
、
無
償
で
種
子

や
作
業
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
雪
印
種
苗

(株
)
の
皆
様
に
感
謝
中
し
上
げ
、
原
･

本
宿
地
区
集
落
協
定
の
益
々
の
発
展
に
期

待
を
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
3
日

(土
)
い
ぶ
き
会
館
に
お
い
て
、

高
山
か
る
た
実
行
委
員
会

(平
形
富
二
夫
委

員
長
)
主
催
に
よ
る

｢第
8
回
高
山
か
る
た

大
会
｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
鍵
名
が
参
-加　

し
た
。
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【低
学
年
の
部
】

優

勝

本
宿
子
ど
も
会
A

武
淵

隼
大
･都
筑

彩
弓
･

佐
藤

夕
夏

準
優
勝

北
之
谷
子
ど
も
会

林

亜
唯
･
平
形

桃
子
･

平
形

翼

第
3
位

五
領
子
ど
も
会

西
形

友
希
･
野
上

太
一
･

野
上

棟
大
･小
林

翔

【高
学
年
の
部
】

優

勝

本
宿
子
ど
も
会
A

稲
川

亜
美
･
田
村
美
依
奈
･

佐
藤

千
尋

準
優
勝

判
形
子
ど
も
会

鈴
木

費
伸
･山
岸

海
斗
･

鈴
木

茉
弥

第
3
位

本
宿
子
ど
も
会
B

大
木
失
真
斗
･小
野

和
樹
･

佐
藤

康
平

箔
砒合
の
部
】

優

勝

原
子
ど
も
会
B

倉
田
穂
乃
否
･
星
野

夢
弥
･

日

星
野

絢
瀬

月

準
優
勝

本
宿
子
ど
も
会

2

平
形

和
也
･
平
形

影
夏
.

年

平
形

歩

2 4

第
3
位

新
田
子
ど
も
会
B

成

開

来
実
･
橋
爪

希
歩
･

平

阿
部

広
陣
･
峰
川

翔
多

◆ 平成24年12 即 日
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n
月
3
日
、
星
空
を
眺
め
な
が
ら
高
山
村
を

歩
く
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
m
た
か
や
ま
2
0
1

2
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
村
内
外
よ
り

1
1
4
名
の
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
今
ま
で
の
大
人
コ
ー
ス

(天
文
台

~
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
)
に
併
せ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス

(天
文
台
j
バ
ー
ス
福
祉
専
門
学
校
)

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

天
文
台
で
星
空
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
大
人

コ
ー
ス
に
は
天
文
台
の
研
究
員
の
先
生
も
同
行

し
、
バ
ー
ス
福
祉
専
門
学
校
と
原
公
民
館
の
2

カ
所
で
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
交
え
た
星
の
説
明
を

三
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
歩
く
だ

け
で
な
く
専
門
家
の
わ
か
り
や
す
い
大
文
解
説

も
聞
け
て
、
更
に
高
山
村
の
美
し
い
星
空
を
興

味
深
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

途
中
の
休
憩
所
や
最
終
地
点
の
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
は
、
前
日
か
ら
商
工
会
女
性
部
の
方
が

準
備
し
て
く
れ
た

｢か
り
ん
と
う
｣
や

｢熱
々

お
で
ん
｣
(高
山
村
産
の
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
入

り
)
が
振
る
舞
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の

｢温

泉
｣
に
も
つ
か
り
、
参
加
者
は
心
も
体
も
温
ま

り
ま
し
た
。

11
月
5
月
、
高
山
小
学
校
開

校
卸
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
脇
屋
主
三
先
生

よ
り
、
全
校
生
徒
と
同
じ
人
数

2
1
7
名
が
描
か
れ
た
、
鼓
笛

隊
の
絵
が
記
念
品
と
し
て
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
校
斡

周
年
記
念
講
演
会
は
、
高
山
小

学
校
校
歌
作
曲
者
で
あ
る
中
澤

恒
夫
先
生
に
、
吾
同
山
小
学
校
校

歌
へ
の
思
い
｣
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
銘
才
の
先
生
が
4
曲
の
歌
を

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
ご
披
露
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
迫
力
に

‘,

強
藍
風
■
■
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哩
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圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

脇
屋
先
生
や
中
澤
先
生
か
ら

｢生
き
る
力
｣
を
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

を桝･萬三 総　　　　　 　　一--もも
-
M 臺 ･ ｣-　

　

盟
対
数
増

霊
　

　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　

“
国
■
■
房
　　


